
あ
ろ
う
こ
と
か
、
こ

の
半
年
後
、
赤
彦
は
死

の
床
に
就
き
、
永
遠
に

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

大
正
十
五
年
三
月
二

十
四
日
、
木
下
の
勤
務

す
る
高
島
小
学
校
の
卒

業
式
が
あ
り
、
夜
に
職

員
送
別
会
が
開
か
れ

た
。
転
退
職
者
二
十
三

名
の
内
、
先
輩
の
丸
山

東
一
が
神
稲
小
学
校

（
現
豊
丘
南
小
）
教
頭

に
転
任
し
た
。
翌
日
か

ら
の
日
記
は
、
驚
愕
の

事
実
を
伝
え
て
い
る
。

三
月
廿
五
日

原
田
来
た
り
「
久
保

田
先
生
危
篤
。
い
ろ
い

ろ
用
事
あ
り
。
高
木
へ

来
た
れ
」
と
の
こ
と
に

て
、
急
ぎ
昼
飯
を
た
べ

高
木
へ
行
く
。
先
生
、

二
月
以
来
胃
癌
に
て
病

臥
せ
ら
れ
、
遂
に
危
篤

に
な
ら
る
。
兄
弟
、
親

戚
、
ア
ラ
ラ
ギ
同
人
等

に
電
報
を
う
つ
。
夜
十

二
時
、
も
は
や
臨
終
な

り
と
言
は
れ
、
一
同
病

室
に
黙
座
す
。
先
生
心

臓
た
し
か
に
て
、
な
ほ

息
あ
り
。
一
同
夜
を
明

す
。
…

三
月
廿
六
日

一
日
一
夜
、
こ
ん
睡

状
態
に
て
を
ら
る
。
…

三
月
廿
七
日

午
前
九
時
四
十
分
、

遂
に
永
眠
せ
ら
る
。

三
月
廿
九
日

午
後
一
時
、
高
木
の

家
に
て
葬
儀
あ
り
。
会

す
る
も
の
二
百
余
名
、

弔
電
三
百
余
通
。

日
記
は
、
重
苦
し

く
、
息
詰
ま
る
よ
う
な

赤
彦
臨
終
の
様
を
伝
え

て
い
る
。
下
伊
那
で

は
、
丸
山
東
一
と
木
下

右
治
の
二
人
が
そ
の
席

に
列
し
た
。

そ
の
後
の
日
記
に

は
、
九
月
一
日
に
赤
彦

追
悼
号
に
投
稿
す
る
追

悼
文
を
書
い
た
と
か
、

十
月
九
日
に
赤
彦
著

『
山
房
漫
語
』
の
著
作

を
感
心
し
て
読
ん
だ
と

か
い
う
よ
う
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
注

目
す
べ
き
は
赤
彦
の
追

悼
歌
会
で
あ
ろ
う
。

そ
の
歌
会
は
十
月
十

六
日
に
行
わ
れ
た
。
前

日
は
、
木
下
他
五
人
が

詠
草
の
整
理
を
行
っ

た
。
以
下
が
、
当
日
の

日
記
で
あ
る
。

午
後
三
時
半
よ
り
法

光
寺
に
於
て
歌
会
を
開

く
。
甚
だ
盛
会
な
り
。

会
す
る
者
百
五
十
三

名
。
十
一
時
に
至
り

て
、
漸
く
百
三
十
三
首

の
歌
を
批
評
し
終
り
て

閉
会
と
な
す
。
東
京
よ

り
は
斎
藤
茂
吉
・
土
屋

文
明
・
藤
沢
古
実
・
高

田
浪
吉
・
辻
村
直
・
鹿

児
島
壽
蔵
、
須
磨
か
ら

土
田
耕
平
、
松
本
か
ら

胡
桃
澤
勘
内
の
諸
氏
来

る
。
百
五
十
三
首
互
選

を
な
し
、
十
五
点
以
上

は
い
り
し
歌
を
録
す
れ

ば
、
左
の
如
し
。

以
下
、
細
か
い
字
で

三
十
人
の
作
品
と
氏
名

及
び
点
数
が
記
さ
れ
て

い
る
。
不
思
議
な
こ
と

に
、
こ
の
追
悼
歌
会
の

こ
と
は
、
六
百
�
に
も

垂
ん
と
す
る
あ
の
分
厚

い
『
ア
ラ
ラ
ギ

島
木

赤
彦
追
悼
号
』
に
は
全

く
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。次

は
、
こ
の
時
の
木

下
の
出
詠
歌
で
あ
る
。

野
の
水
を
引
き
て
立

て
た
る
風
呂
の
湯
に

浮
き
草
青
く
浮
か
び

ゐ
に
け
り

評
価
は
、
右
大
家
等

の
詠
歌
に
勝
る
と
も
劣

ら
ず
、
十
八
点
を
得
て

い
る
。

つ
い
で
に
、
同
席
し

た
大
家
の
作
を
二
・
三

掲
げ
て
お
こ
う
。

う
つ
し
身
を
生
き
の

こ
り
つ
つ
春
山
の
こ

の
寂
し
さ
に
堪
え
ざ

ら
め
や
も

斎
藤
茂
吉

お
ち
つ
か
ぬ
思
ひ
し

て
を
り
こ
と
ご
と
く

過
ぐ
る
も
の
あ
り
て

秋
と
ぞ
な
り
ぬ

高
田
浪
吉

お
の
が
胃
の
し
こ
り

の
上
ゆ
触
り
つ
つ
さ

び
し
か
り
け
む
君
し

偲
ば
ゆ

平
福
百
穂

ア
ラ
ラ
ギ
の
諸
大
家

と
伍
し
て
、
若
い
木
下

が
高
得
点
を
得
て
い
る

こ
と
自
体
驚
嘆
に
値
す

る
。
そ
れ
ほ
ど
彼
の
歌

境
は
進
み
、
長
足
の
進

歩
を
遂
げ
て
い
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。

次
は
、
翌
十
月
十
七

日
の
日
記
で
あ
る
。

正
午
よ
り
正
願
寺
に

於
て
赤
彦
先
生
の
追
悼

会
を
な
す
。
甚
だ
盛
会

な
り
。
読
経
、
焼
香
終

り
て
、
追
憶
談
に
入

る
。
斎
藤
博
士
・
土
田

耕
平
・
藤
沢
古
実
氏
な

ど
話
す
。
そ
れ
よ
り
高

木
へ
墓
参
に
行
く
。
下

伊
那
よ
り
清
水
義
穂
君

追
悼
会
に
来
る
。

こ
う
し
て
木
下
は
偉

大
な
師
島
木
赤
彦
と
永

訣
し
た
。
ア
ラ
ラ
ギ
に

入
会
し
て
五
年
、
直
接

赤
彦
に
指
導
を
受
け
て

か
ら
一
年
半
後
の
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
短
か
く
、
凝
縮
さ
れ

た
時
間
と
体
験
こ
そ
、

歌
人
木
下
右
治
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
、

そ
の
将
来
を
決
定
づ
け

た
よ
う
に
思
え
る
。
な

ぜ
な
ら
、『
飯
田
下
伊
那

ア
ラ
ラ
ギ
ヒ
ム
ロ
史
』

（
木
下
右
治
編
）
や

『
方
丈
の
庭
』（
木
下
右

治
著
・
木
下
秋
彦
編
）

等
に
明
ら
か
な
通
り
、

歌
歴
五
十
有
余
年
に
も

及
ぶ
彼
の
作
歌
生
活
と

活
躍
は
こ
こ
か
ら
始
ま

る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
父
君
の
没

後
、
右
の
二
書
を
発
刊

さ
れ
た
故
木
下
秋
彦
先

生
の
深
き
学
恩
に
も
感

謝
し
つ
つ
筆
を
擱
く
。

（
故
人
敬
称
略
）
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木下右治の書軸

島木赤彦アララギ追悼号
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